
　

愛
媛
県
新
居
浜
市
は
、別べ
っ

子し

銅
山（
１

９
７
３
年
閉
山
）の
繁
栄
に
よ
り
銅
産
業

や
関
連
産
業
を
興
し
た
、住
友
グ
ル
ー
プ

の
企
業
城
下
町
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。

人
口
は
県
内
第
３
位
の
約
12
万
人
で
、高

校
が
5
校
、中
学
校
が
10
校
、小
学
校
が

17
校
あ
る
。
新
居
浜
南
高
校
は
１
９
９
６

年
に
普
通
科
か
ら
総
合
学
科
高
校
に
再

編
さ
れ
た
が
、そ
の
前
後
は「
指
導
が
大
変

な
時
期
も
あ
り
ま
し
た
」と
同
校
ユ
ネ
ス
コ

部
顧
問
の
河
野
義
知
先
生
は
振
り
返
る
。

　　

そ
の
新
居
浜
南
高
校
は
今
、ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
な
地
域
情
報
の
発
信
や
、地
域
へ
の
貢

献
に
よ
っ
て
数
々
の
賞
を
受
賞
す
る
な
ど

高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
ま
た
、行
政
や
市

民
団
体
と
も
連
携
し
て
地
域
の
近
代
化

産
業
遺
産
に
つ
い
て
学
ぶ
活
動
の
中
心
的

存
在
と
も
な
っ
て
い
る
。
主
な
活
動
主
体

と
な
り
、牽
引
役
と
な
っ
て
い
る
の
は
ユ
ネ

ス
コ
部
の
生
徒
た
ち
だ
。

　

同
校
が
行
っ
て
い
る
活
動（
図
１
）は
大

き
く
３
つ
あ
る
。
ひ
と
つ
め
は
、日
本
の
近

代
化
に
大
き
く
寄
与
し
た
別
子
銅
山
と

そ
の
周
辺
の
産
業
遺
産
を
調
査
し
学
ぶ
こ

と
。
ユ
ネ
ス
コ
部
員
だ
け
で
な
く
、3
年
次

の
課
題
研
究
の
選
択
者
な
ど
も
授
業
の

中
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、

こ
れ
ま
で
の
調
査
の
蓄
積
を
広
く
外
部
に

発
信
す
る
こ
と
で
、Ｈ
Ｐ
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

の
制
作
に
加
え
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
な

ど
を
行
っ
て
き
た
。

　

３
つ
め
は
学
ん
だ
こ
と
を
他
者
の
学
び

に
生
か
し
地
域
づ
く
り
の
担
い
手
を
育
て

る
こ
と
。
市
内
の
小
中
学
校
へ
の
出
前
授

業
や
市
民
向
け
講
座
、ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
の

企
画
運
営
な
ど
高
校
生
が
教
え
る
側
に
立

っ
て
い
る
。
全
校
の
生
徒
が「
産
業
社
会
と

人
間
」や「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」で
学

ぶ
時
間
も
設
け
ら
れ
て
い
て
、ユ
ネ
ス
コ
部

員
が
講
師
と
な
り
生
徒
同
士
が
学
び
あ
う

機
会
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
学
び
の
コ
ン
セ
プ
ト
は「
マ
イ
ン

（
鉱
山
）か
ら
マ
イ
ン
ド
へ
」。
高
校
生
が
地

域
づ
く
り
に
参
画
し
、人
と
人
と
の
つ
な
が

り
が
生
ま
れ
る
、小
中
学
生
や
大
人
た
ち

も
そ
の
学
び
の
成
果
に
触
れ
て
シ
ビ
ッ
ク

プ
ラ
イ
ド（
地
域
へ
の
誇
り
・
そ
の
市
民
と

し
て
の
誇
り
）を
高
め
お
互
い
に
成
長
し
て

い
く
。
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
だ
。
河
野
先
生
は

こ
れ
ら
の
活
動
を
「
地
域
の
資
産
を
活
用

し
た
、持
続
発
展
可
能
な
地
域
づ
く
り
の

学
び
の
サ
イ
ク
ル
」づ
く
り
と
位
置
付
け
て

い
る
。

産業遺産について学び発信する
活動を通して、新居浜市に
育まれる「シビックマインド」

い
ま
注
目
を
集
め
る
、地
域
と
高
校
の
連
携
。
こ
の
連
載
で
は
、地
域
課
題
に

取
り
組
む
こ
と
で
、高
校
生
は
ど
う
育
つ
の
か
、
ま
た
、学
校
は
ど
の
よ
う
に
地

域
と
連
携
で
き
る
の
か
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。

図1 年間の活動と参加生徒図2 これまでの歩み

新居浜南高校（愛媛・県立）第2回

取
材
・
文
／
江
森
真
矢
子

「
マ
イ
ン
か
ら
マ
イ
ン
ド
へ
」

地
域
資
産
か
ら
の
学
び
の
循
環

1996年 総合学科に改組　情報科学部生徒による学校紹介HP制作開始
1999年 情報科学部がHPに地域紹介コーナー設置
1999年 第6回マイタウン・マップ・コンクールNHK会長賞受賞
2002年 NECマルチメディアアート大賞　文部科学大臣賞受賞（全国1位）

2006年 別子銅山近代化産業遺産八十八か所ふれあいめぐりガイドブック発行
（愛媛大学教育学部住居学研究室共同制作）

2007年 第8回インターネット活用教育実践コンクール経済産業大臣賞受賞
2007年 新居浜市政70周年記念式典において文化振興貢献による表彰
2008年 優良青少年団体　愛媛県知事表彰
2009年 第1回高校生観光プランコンテスト「観光甲子園」準グランプリ
2010年 旅行会社と提携し「あかがねの道スタディーツアー」商品化
2010年 四国初　ユネスコスクール認定
2011年 情報科学部から「ユネスコ部」へ発展的に改称

2012年 第2回ESD国際交流プログラムで部員2人と顧問が海外派遣
パリ・ユネスコ本部にて別子銅山学習成果を発表

2012年 新居浜市内全中学校で別子銅山登山学習開始。事前学習に協力

2013年 愛媛県教育委員会　地域を担う心豊かな高校生育成事業
「地域活性化プロジェクト」指定（13・14年度）

2014年 新居浜市内全小・中学校がユネスコスクール認定

時期 内容 参加生徒

通年 別子銅山の近代化産業遺産現
地調査、聞き取り調査など

課題研究「総合」
選択者／ユネスコ部員

隔月 校内や地域においての学習会
や成果発表会の開催 課外希望生徒

5.11.12.
1.2月

「産業社会と人間」「ライフスタデ
ィⅠ（総学）」「ライフスタディⅡ（課
題研究）」学習成果発表会およ
びフィールドワーク

全生徒

5.10月 別子銅山の近代化産業遺産を
学習する旅行企画・運営 ユネスコ部員

通年 小中学校や地域と連携したワー
クショップ ユネスコ部員

7.8月 他地域への現地研修 ユネスコ部員

通年 行政（愛媛県・新居浜市）と連携
した企画への参画 ユネスコ部員
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こ
こ
に
至
る
ま
で
の
約
20
年
間
の
軌
跡

を
振
り
返
り
つ
つ
、具
体
的
な
活
動
内
容

を
み
て
い
こ
う（
図
２
）。

 

「
私
自
身
、は
じ
め
は
地
域
に
対
す
る
関

心
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」と
い
う
河
野
先

生
が
教
え
る
の
は
工
業
科
目
と
情
報
。
は

じ
ま
り
は
授
業
や
ユ
ネ
ス
コ
部
の
前
身
で

あ
る
情
報
科
学
部
で
行
っ
た
学
校
の
Ｈ
Ｐ

づ
く
り
だ
っ
た
。

　

他
校
と
差
別
化
す
る
た
め
に
ど
う
す
る

か
、生
徒
か
ら
出
た
の
が
高
校
の
あ
る
新

居
浜
市
の
情
報
も
交
え
て
学
校
の
魅
力

を
伝
え
て
い
こ
う
と
い
う
ア
イ
デ
ア
。
新
居

浜
市
と
い
え
ば
別
子
銅
山
。
自
分
た
ち
で

鉱
山
跡
や
博
物
館
な
ど
に
足
を
運
び
パ
ノ

ラ
マ
映
像
な
ど
当
時
の
先
端
技
術
を
駆
使

し
て
作
っ
た
Ｈ
Ｐ
は
、１
９
９
９
年
以
降
全

国
規
模
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
数
々
の
賞
を
受

賞
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。そ
れ
は
生
徒
た
ち

の
自
信
に
つ
な
が
る
と
同
時
に
、報
道
に
よ

っ
て
地
域
住
民
の
関
心
も
高
ま
り
、協
力

者
も
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
情
報
発
信

力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
高
ま
っ

た
だ
け
で
な
く
、地
域
に
つ
い
て
深
く
考
え

る
よ
う
に
な
っ
た
生
徒
た
ち
の
成
長
を
目

の
当
た
り
に
し
、河
野
先
生
も
変
わ
っ
て
い

っ
た
。

　

生
徒
の
活
動
に
は
さ
ら
に
力
が
入
り
、

大
人
に
交
じ
っ
て
別
子
銅
山
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド
講
習
を
受
け
た
り
、当
時
を
知

る
人
々
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
う
な
ど
の

広
が
り
を
み
せ
て
い
く
。
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、

そ
し
て
地
域
の
人
と
の
交
流
が
広
が
る
に

つ
れ
生
徒
た
ち
の
中
に
は
「
ま
ち
」や
「
ひ

と
」へ
の
関
心
が
高
ま
り
、徐
々
に
こ
の
歴

史
や
文
化
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
伝
え

て
い
き
た
い
と
い
う
意
欲
が
芽
生
え
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

そ
の
結
果
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
情
報

発
信
だ
け
で
な
く
、ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
制
作

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
、別
子
銅
山
を
舞

台
と
し
た
旅
行
の
企
画
運
営
、子
ど
も
向

け
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
の
ス
タ
ッ
フ
活
動
な
ど

形
を
変
え
て
挑
戦
が
続
く
こ
と
に
な
っ
た
。

愛
媛
大
学
の
研
究
室
と
共
同
で
5
年
が
か

り
で
完
成
さ
せ
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、そ
の

後
、新
居
浜
検
定
や
、新
居
浜
市
教
育
委

員
会
の
制
作
し
た
郷
土
学
習
の
テ
キ
ス
ト

に
も
使
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
成
果
が
認
め
ら
れ
、２
０
１
０

年
に
同
校
は
四
国
初
の
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル

に
認
定
さ
れ
た
。
4
年
前
か
ら
は
市
内
の

全
中
学
校
で
別
子
銅
山
へ
の
登
山
学
習
が

ス
タ
ー
ト
。
昨
年
度
は
全
小
中
学
校
が
ユ

高
校
発
の
活
動
が

市
内
全
小
中
学
校
に
波
及

河野義知先生（情報科・ユネスコ部顧問）とユネスコ部員
昨年度卒業した河野先生のお子さんも3年間ユネスコ部で活躍
した。小さいころからユネスコ部の活動に触れ、自分もやりたいと
入学を希望したそう。「自分の子どもを入れたい学校にしていきた
い、と思っていたのでうれしかったですね」

ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
に
認
定
さ
れ
る
な
ど
、高

校
発
の
学
び
が
地
域
全
体
に
広
が
っ
て
い
る
。

　

ガ
イ
ド
や
中
学
生
向
け
授
業
で
堂
々
と

語
る
生
徒
た
ち
だ
が
、ユ
ネ
ス
コ
部
員
の
一

人
は「
中
学
ま
で
は
人
前
で
話
す
こ
と
も

苦
手
で
し
た
が
、高
校
に
入
っ
た
ら
何
か
変

わ
り
た
い
、と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
サ
マ
ー
キ

ャ
ン
プ
で
面
倒
を
見
て
く
れ
た
先
輩
に
あ

こ
が
れ
て
新
居
浜
南
高
校
に
入
り
ま
し

た
」と
言
う
。
調
査
や
出
前
授
業
の
準
備
、

校
外
で
の
発
表
な
ど
土
日
も
な
い
よ
う
な

忙
し
さ
だ
が
、毎
日
は
充
実
し
て
い
る
。

　
一
昨
年
度
は
、地
域
づ
く
り
の
学
び
を
深

め
た
い
と
愛
媛
大
学
に
Ａ
Ｏ
入
試
で
合
格

し
た
生
徒
が
2
人
。
ど
う
し
て
も
地
域
に

か
か
わ
り
た
い
と
民
間
企
業
を
辞
め
、市

役
所
で
働
き
は
じ
め
た
卒
業
生
も
い
る
。

学
び
の
循
環
は
新
居
浜
市
に
た
し
か
に
根

付
い
て
い
る
よ
う
だ
。

▲▶一般参加者を募
っての「第8回あかが
ねの道スタディーツア
ー」。旅行会社との打
ち合せ、道中のガイド
も生徒が担当。入学し
たばかりの1年生もガイ
ドデビューした

▲5年がかりで完成させたガイドブック
は生徒たちが足を使って取材した成
果。150ページを超える

1950年創立／総合学科／生徒数358人（男子106人・女子252人）／進路状況(2014年度)大学・短
大26人、専門学校37人、就職51人、その他1人

▲市内全中学校で、登山学習の事前授業を実施。銅
や鉱石の実物に触れたり、クイズを取り入れるなど最後
まで集中の切れない授業を展開

▲活動の端緒となったHPでの情報発信。これまで
の活動内容や作品はサイトで閲覧可能
URL: http://nmh.hearts.ne.jp/MTM/
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